　　　　　　平成１８年度　「魅力ある大学院教育」イニシアティブ
　　　「先端科学技術の芽を生み出す女性研究者育成」女性研究者セミナー
2006年１１月２９日（水）実施

講演テーマ　「地球の気温へ及ぼす太陽活動の影響」
場　所　　Ｇ３０２

講師　Karin　Labitzke　カリーン・ラビツケ博士
	
	（ベルリン自由大学（元）教授）


講演概要

太陽活動は約１１年周期で変動することが知られている。地球大気の温度に及ぼす太陽活動の影響を明らかにするため、過去６５年間にわたる気象観測のデータを解析した。下部成層圏における気温変動と太陽活動の関係を調べるには準二年振動(QBO)の東風・西風の期間に分けて解析することが必要であることが明らかになった。それぞれの期間における太陽活動と気温変動との相関は南方振動(SO)とも密接に関係している。これらの解析の結果、太陽紫外線の増加によって成層圏オゾンが増加し、その結果引き起こされる成層圏の加熱が大気大循環を変調させることで気温に影響を及ぼしていることがわかった。これらの研究結果は、太陽活動の気候変動に与える影響が無視できない事を示しており、近年の地球温暖化を議論する上でも太陽活動の影響を考慮する必要があると考えられる。

